
風
信

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
私
の
先
祖
の
平
尾
幸
蔵
（
塩
飽
勤
番
所
年
番
代
）
は

大
阪
町
奉
行
所
よ
り
「
浦
賀
に
お
い
て
製
造
の
御
軍
艦
鳳
凰
丸
の
水
主
と
し
て
、
塩

飽
よ
り
三
〇
人
を
差
し
出
し
、
一
年
間
勤
務
さ
せ
る
こ
と
。
船
中
に
居
住
さ
せ
そ
の

間
扶
持
米
を
支
給
し
、
一
年
後
に
は
手
当
て
を
く
だ
さ
れ
る
」
と
の
書
状
を
受
け
と

る
。
塩
飽
の
年
番
年
寄
は
早
速
各
浦
々
の
年
番
、
庄
屋
、
組
頭
を
集
め
て
島
中
会
議

を
開
き
、
三
〇
人
の
水
主
を
差
し
出
す
こ
と
に
決
定
し
た
。

一
、	

三
〇
人
の
水
主
は
、
最
初
の
こ
と
で
あ
る
の
で
島
の
二
十
一
浦
か
ら
一
人
ず
つ
、

残
り
九
人
は
、
泊
浦
か
ら
三
人
、
笠
島
・
高
見
島
・
手
島
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
人

を
出
す
こ
と
。

一
、	

二
〇
歳
よ
り
五
〇
歳
ま
で
の
者
を
、
浦
々
で
選
定
し
、
二
十
一
日
ま
で
に
見
極

め
の
為
、
勤
番
所
へ
召
し
連
れ
る
こ
と
。一

、	

用
命
が
あ
る
ま
で
は
、
一
人
前

一
ヶ
年
分
金
五
両
を
支
給
す
る
。

一
、
浦
賀
へ
行
っ
て
御
用
に
つ
い
た
時

は
、
右
の
五
両
に
足
し
て
、
一
人

前
銀
一
貫
目
を
支
給
し
、
浦
賀
ま

で
の
往
復
の
費
用
は
そ
の
内
か
ら

個
々
に
支
出
す
る
こ
と
。

一
、
幕
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
扶
持
米
並

び
に
手
当
て
銀
は
本
人
へ
渡
す
こ

と
。

	 

浦
賀
で
行
わ
れ
た
海
軍
伝
習
の
た
め
塩

飽
よ
り
一
二
九
名
を
送
り
出
し
て
い
る
。

　

鳳
凰
丸
は
竜
骨
、
肋
骨
、
外
板
、
甲

板
で
構
成
さ
れ
た
洋
式
構
造
船
で
あ
っ

た
が
、
和
船
技
術
も
取
り
入
れ
、
約
八
ヶ

月
と
い
う
驚
異
的
な
速
さ
で
完
成
さ
せ

て
い
る
。
全
長
約
三
十
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
九
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
、
木

造
帆
船
二
本
マ
ス
ト
の
バ
ー
ク
型
で
備
砲
は
大
小
あ
わ
せ
て
一
〇
門
で
わ
が
国
最
初

の
洋
式
軍
艦
で
排
水
量
は
五
一
〇
ト
ン
国
内
第
一
の
巨
船
で
あ
っ
た
。

　

船
体
は
赤
、
黒
の
ス
ト
ラ
イ
プ
で
鳳
凰
が
描
か
れ
、
帆
に
は
中
央
横
に
黒
い
筋
が

入
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
幕
府
軍
艦
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
後
の
三
角
の
細
長
い
中
黒

長
旗
の
元
に
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
薩
摩
藩
の
軍
船
は
下
黒
と
呼
ば
れ
帆
の
下
側

が
黒
く
塗
ら
れ
て
い
た
。

　

塩
飽
島
は
瀬
戸
内
海
の
最
狭
水
域
に
位
置
し
、
干
満
の
差
は
四
メ
ー
ト
ル
、
一
時

激
し
い
潮
流
を
生
む
の
で
島
の
人
達
は
高
度
な
操
船
術
と
造
船
の
技
を
も
っ
て
い
た
。

　

源
平
合
戦
の
折
、
源
氏
は
屋
島
の
平
家
が
塩
飽
海
賊
衆
を
味
方
に
し
て
い
た
の
で

渡
海
で
き
ず
、
義
経
は
阿
波
（
徳
島
）
に
ま
わ
り
屋
島
を
攻
略
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

屋
島
を
失
っ
た
平
家
は
安
徳
天
皇
を
一
時
塩
飽
島
に
避
難
さ
せ
、
多
く
の
女
官
や
仏

像
を
塩
飽
に
残
し
西
へ
落
ち
て
い
っ
た
。

　

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
信
長
は
、
安
芸
門
徒
の
船
団
を
塩
飽
一
族
を
味
方
に
つ

け
て
撃
滅
し
戦
勝
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
塩
飽
一
族
は
信
長
よ
り
「
天
下
布
武
」
の
朱

印
状
を
貰
っ
て
い
る
。

　

豊
臣
秀
吉
の
島
津
攻
め
の
時
に
は
九
州
へ
兵
糧
、
武
器
を
輸
送
。
小
田
原
攻
め
の

時
に
も
兵
糧
を
輸
送
し
、
朝
鮮
出
兵
時
に
は
巨
船
三
十
二
隻
、
水
主
六
五
〇
名
を
参

加
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
数
は
大
大
名
と
匹
敵
す
る
。
秀
吉
は
水
主
六
五
〇
人
に
塩
飽

の
地
を
与
え
る
朱
印
状
を
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
村
上
、
九
鬼
水
軍
等
す
べ
て
の
水
軍
が
滅
亡
し
て
ゆ
く
な
か
で
塩
飽
海
賊

衆
だ
け
は
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
仕
え
、
最
後
に
は
幕
府
唯
一
の
御

用
水
軍
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
塩
飽
の
六
五
〇
名
は
江
戸
幕
府
よ
り
直

接
朱
印
状
を
得
、
人に

ん

名み
ょ
う

と
呼
ば
れ
特
別
な
地
位
を
拝
受
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
島
原
の
乱
に
は
輸
送
船
五
十
九
隻
出
し
、
長
崎
奉
行
下
向
時
に
は
大

阪
よ
り
小
倉
ま
で
送
り
、
朝
鮮
使
節
に
は
大
阪
と
京
に
川
船
を
出
し
て
い
る
。
新
井

白
石
は
「
塩
飽
船
完
堅
精
好
、
他
州
視
る
べ
き
に
あ
ら
ず
そ
の
賀
使
郷
民
ま
た
淳
朴
」

と
絶
賛
し
て
い
る
。
更
に
塩
飽
船
は
金
比
羅
大
権
現
の
旗
を
掲
げ
、
金
比
羅
信
仰
を

全
国
に
広
め
て
い
る
。

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
長
崎
で
の
海
軍
伝
習
が
開
始
さ
れ
、
観
光
丸
の
乗
り
組

む
水
主
に
つ
い
て
長
崎
奉
行
荒
尾
石
見
守
は
、「
船
工
・
水
主
の
儀
は
、
兼
ね
て
ご

沙
汰
の
通
り
、
讃
州
塩
飽
島
水
主
当
地
へ
呼
び
下
し
候
儀
、
大
坂
町
奉
行
へ
申
し
談

じ
置
き
候
故
、
こ
の
際
三
十
人
程
早
々
に
差
し
下
し
候
様
」
と
塩
飽
か
ら
の
水
主
を

待
ち
望
ん
で
い
る
。

　

伝
習
所
の
長
で
あ
る
永
井
岩
之
丞
尚
志
は
「
海
軍
伝
習
に
充
て
る
べ
き
水
主
ら
に

つ
い
て
は
、
航
海
に
熟
練
の
名
あ
る
水
主
を
使
用
い
た
し
た
し
…
水
主
は
塩
飽
島
の

地
に
て
取
り
計
ら
い
…
」「
塩
飽
水
主
た
ち
は
休
み
の
日
に
も
漁
猟
手
稼
ぎ
な
ど
を

せ
ず
、
伝
習
稽
古
に
励
み
、
帆
柱
の
昇
り
降
り
な
ど
危
な
き
技
前
を
常
と
し
、
大
砲

の
取
り
回
し
手
伝
い
な
ど
日
々
余
暇
こ
れ
な
く
…
」
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
塩
飽
水
主

の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

長
崎
海
軍
伝
習
所
に
参
加
し
た
塩
飽
水
主
の
人
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
安
政
二
年	

九
月
三
〇
人	

十
二
月	

十
五
人

○
安
政
三
年	

四
月
一
〇
人	

九
月	

一
〇
人	

十
一
月	

三
〇
人

○
安
政
四
年	

二
月
三
〇
人	

四
月	

三
十
五
人	

八
月	

三
〇
人

○
安
政
五
年	

八
月
三
〇
人	

○
安
政
六
年	

二
月
二
〇
人

計	

二
四
〇
人

　

安
政
五
年
六
月
、
長
崎
よ
り
の
手
紙
に
よ
れ
ば
長
崎
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
、
塩

飽
の
水
夫
が
二
人
死
亡
し
、
四
人
が
病
気
の
安
静
の
た
め
帰
島
し
て
い
る
。
坂
本
竜

馬
で
有
名
な
海
援
隊
い
ろ
は
丸
と
紀
州
藩
船
明
光
丸
が
塩
飽
の
海
で
衝
突
す
る
が
、

双
方
の
船
長
は
共
に
塩
飽
の
人
で
あ
っ
た
。

　

咸
臨
丸
渡
米
の
折
、
全
乗
組
員
九
十
六
名
中
、
塩
飽
水
主
三
十
五
名
、
長
男
を
除

き
次
、三
男
か
ら
選
び
、水
杯
し
て
別
れ
を
告
げ
、死
を
覚
悟
し
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。

戊
辰
戦
争
で
は
多
く
の
塩
飽
水
主
が
幕
府
軍
艦
に
乗
り
組
ん
で
、
戦
死
し
て
い
る
。

我
家
の
先
祖
、
平
尾
幸
蔵
の
次
男
、
宮
三
郎
は
最
年
少
の
十
六
才
で
咸
臨
丸
に
乗
組

み
、
小
笠
原
探
検
に
参
加
し
た
も
の
の
戊
辰
戦
争
に
て
戦
死
し
て
い
る
。

　

西
周
（
に
し
・
あ
ま
ね
）
は
渡
欧
の
折
り
咸
臨
丸
に
乗
り
塩
飽
に
寄
港
し
、
島
の

様
子
を
次
の
よ
う
に
書
き
と
め
て
い
る
。

「
咸
臨
丸
の
い
た
る
や
、島
民
は
端
艇
に
乗
り
て
群
り
来
た
り
、母
は
子
を
認
め
、

婦
は
夫
を
認
め
て
歓
呼
相
応
ず
、
そ
の
喜
び
知
る
べ
し
」

�

（
咸
臨
丸
子
孫
の
会
）

三
二
二
号　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
日

○
長
崎
の
先
人
が
た
は「
長
崎
は
桜
見
物
よ
り
も
楠
若
葉
の
萌
え
出
る
新
緑
の
景
色
が
良
ろ

し
い
」と
言
わ
れ
て
い
る
。た
し
か
に
私
も
風
頭
山（
か
ざ
が
し
ら
）を
取
り
囲
む
楠
の
若
葉

に
は
心
ひ
か
れ
る
。

○
四
月
十
八
日
は
旧
暦
三
月
二
十
三
日
で
、長
崎
ラ
ン
タ
ン・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
祭
神
媽
祖
様

の
誕
生
日
で
あ
り
、昔
よ
り
崇
福
寺
媽
祖
堂
で
媽
祖
祭
が
あ
る
。今
年
も
潘
会
長
よ
り
御

招
待
が
あ
り
、本
会
よ
り
有
志
二
十
名
と
共
に
参
列
。式
後
の
宴
席
に
は
山
羊
・
豚
・
馬
手

貝
等
の
珍
し
い
中
国
家
庭
料
理
が
あ
っ
た
。中
華
人
民
共
和
国
滕
長
崎
総
領
事
も
出
席
し

て
お
ら
れ
た
。

○
本
会
主
催
の
月
二
回
開
催
の「
古
文
書
を
読
む
会
」五
月
よ
り
初
級
者
講
習
を
開
設
、そ
の

第
一
回
を
五
月
十
九
日（
火
）よ
り
始
め
た
。六
月
は
二
日（
火
）と
十
九
日（
金
）午
前
一
〇
時

半
よ
り（
会
費
不
要
、自
由
参
加
）

○
五
月
二
十
三
日（
土
）午
後
二
時
よ
り
本
会
越
中
理
事
長
の
長
崎
学
文
化
史
講
座
�「
長
崎

夏
の
行
事
と
食
文
化
」�
開
催（
会
場
・
長
崎
市
民
会
館
視
聴
覚
室
・
参
加
費
不
要
）。主

催
・
長
崎
純
心
大
学
博
物
館
、後
援
・
本
会
。自
由
参
加
。

○
長
崎
県
立
図
書
館
郷
土
課
長
・
副
館
長
を
経
て
県
文
化
振
興
課
参
事
と
し
て
地
方
史
研
究

に
多
大
の
貢
績
を
残
さ
れ
た
本
馬
貞
夫
先
生
。今
回
そ
の
退
職
記
念
と
し
て「
貿
易
都
市

長
崎
の
研
究
」を
発
刊
さ
れ
た
。同
書
の
う
ち
長
崎
貿
易
史
論
に
つ
い
て
、特
に
今
後
の
長

崎
史
研
究
の
上
に
大
い
に
参
考
と
な
る
論
考
が
多
く
記
さ
れ
て
い
た
。（
九
州
大
学
出
版
会

刊
・六
、二
〇
〇
円
）

○
長
崎
県
北
松
浦
郡
江
迎
町
の
酒
造
家
本
陣
・
創
立
三
百
二
十
年
を
記
念
し「
平
戸
街
道
江

迎
本
陣
誌
」を
出
版
、同
本
陣
の
当
主
で
山
下
家
十
二
代
山
下
庄
左
衛
門
氏
よ
り
同
誌
を

戴
い
た
。江
迎
町
は
旧
平
戸
松
浦
藩
領
で
あ
り
藩
主
と
山
下
家
と
の
御
交
誼
は
深
く
松
浦

藩
関
係
の
資
料
も
多
く
記
載
さ
れ
て
あ
り
、地
方
史
研
究
資
料
と
し
て
も
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
。（
潜
龍
酒
造
K
K
刊
）

○
季
刊「
楽
」三
号
拝
受
、前
段
は「
長
崎
検
番
」、後
段
は
生
活
詩
を
主
題
に「
命
を
つ
な
ぐ

種
」で
あ
っ
た
。私
は
前
段
の
八
木
拓
也
さ
ん
撮
影
の「
昔
、な
つ
か
し
い
芸
子
衆
の
お
も
か

げ
」に
心
ひ
か
れ
た
。（
イ
ー
ズ
ワ
ー
ク
ス
刊
・一
、〇
五
〇
円
）

○
前
号
に
記
し
た「
我
が
国
最
初
の
花
ま
つ
り
」は
推
古
天
皇

十
四
年（
六
〇
六
）で
し
た
。

咸
臨
丸
渡
米
一
五
〇
年
を
迎
え
て

　
塩
飽
と
長
崎
海
軍
伝
習
所

吉
田　
幸
男

塩飽勤番所


